
嫌
わ
れ
た
子
規
選
集

-

白
石
南
竹
編

『俳
人
子
規
』
の
顛
末

-

な

俳
句
の
革
新
を
為
し
遂
げ
た
正
岡
子
規
が
数
え
年
三
十
六
歳
で

没
し
た
の
は
､
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
九
月
十
九
日
の
こ

と
で
あ
る
｡
す

没
後
直

ぐ
の
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
十
月
十
三
日
に
吉

川
弘
文
館
よ
り
小
谷
保
太
郎
の
編
輯
で

『
子
規
随
筆
』
が
出
版
さ

れ
て
い
る

(架
蔵
の
明
治
四
十
年
七
月
二
十
日
刊
の
七
版
奥
付
に

よ
る
)｡
こ
の
本
は
子
規
の
随
筆

｢墨
汁

一
滴
｣
｢病
林
六
尺
｣
｢春

色
秋
光
｣
を

一
本
に
ま
と
め
た
も
の
｡
妹
律
の
名
で
香
臭
返
し
と

て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
｡
小
谷
保
太
郎
に
つ
い
て
は
'
生

没
年
等

一
切
不
詳
｡
吉
川
弘
文
館
サ
イ
ド
の
人
間
か
｡
十
二
月
五

日
に
は
､
同
じ
小
谷
保
太
郎
の
編
韓
で

『子
規
随
筆
続
編
』
(吉
川

弘
文
館
)
が
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
｢松
羅
玉
液
｣
｢文
界
八
つ
あ
た

り
｣
｢文
界
漫
言
｣
｢養
痢
雑
記
｣
｢棒
三
昧
｣
｢三
十
棒
｣
｢従
軍
記

事
｣
｢戯
曲
歌
と
四
季
｣
｢歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
｣
｢人
々
に
答
ふ
｣
｢歌

話
｣
｢曙
覧
の
歌
｣
｢短
歌
愚
考
｣
を
収
め
て
い
る
｡
中
村
不
折
の

画
が
ふ
ん
だ
ん
に
鎮
め
ら
れ
て
い
て
､
楽
し
い

一
本
で
あ
る
｡
こ

の
前
'
す
な
わ
ち
､
明
治
111十
五
年

二

九
〇
二
)
十

1
月
十
五

復

本

l

郎

日
に
は
'
子
規
の
漢
詩
'
和
歌
'
新
体
詩
'
叙
事
文
論
'
紀
行
文
'

随
筆
等
を
巻
初
に
'
各
新
聞
､
雑
誌
の
追
悼
記
事
'
各
氏
の
追
悼

文
等
を
収
録
し
た

『
子
規
言
行
録
』
(吉
川
弘
文
館
)
が
出
版
さ
れ

て
い
る
｡
こ
れ
の
編
韓
に
当
た

っ
て
い
る
の
も
小
谷
保
太
郎
で
あ

る
｡こ
の

『
子
規
随
筆
』
『子
規
随
筆
続
編
』
『
子
規
言
行
録
』
が
'

い
わ
ば
子
規
サ
イ
ド
の
人
々
に
よ

っ
て
積
極
的
に
出
版
さ
れ
た
没

年
時

(没
後
)
の
出
版
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
三
冊
に
対
し
て
､
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
に
も
う

1
冊
の
子
規
関
係
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
へ
私
が

小
稿
で
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
'
実
は
､
こ
の
本
な
の
で

あ
る
｡
書
名
を

『俳
人
子
規
』
と
い
う
｡
｢白
石
南
竹
編
｣
と
な

っ
て
い

る
｡
判
型
は
t
A
5
判
｡
全
百
八
十
三
ペ
ー
ジ
｡

開
巻
す
ぐ
に
､
子
規
自
筆
の
原
寸
大
の
俳
句
短
冊
'
そ
れ
に
､

子
規
句
を
添
え
て
の
肖
像
画
の
一
ペ
ー
ジ
が
あ
り
'
以
下
目
次
'

本
文
へ
と
続
く
､
子
規
選
集
｡
子
規
最
初
の
個
人
選
集
で
あ
る
｡
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内
容
を
見
る
前
に
'
ま
ず
は
'
架
蔵
本
に
よ

っ
て
奥
付
の
記
載
か

ら
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
｡

｢明
治
三
十
五
年
十

一
月
十
日
印
刷
'
明
治
三
十
五
年
十

一
月

二
十
日
発
行
｣
と
な

っ
て
い
る
｡
『
子
規
言
行
録
』
に
遅
れ
る
こ
と

五
日
t
と
い
う
非
常
に
は
や
い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
個
人
選
集
と

い
う
こ
と
に
な
る
｡
た
だ
し
'
発
行
日
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
点

が
あ
る
｡
｢明
治
三
十
五
年
十

一
月
二
十
日
発
行
｣
な
の
で
あ
る
が
､

0
0

はりがみ

｢二
十
日
｣
の
部
分
'
貼

紙

に
よ
る
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で

0
0

あ
る
｡
貼
紙
の
下
は
'
｢十
五
日
｣
と
な

っ
て
い
る
｡
十

一
月
十
五

日
は
'
先
に
見
た
よ
う
に
『
子
規
言
行
録
』
の
発
行
日
で
あ
る
｡
こ

の
点
に
留
意
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
｡
印
刷
･発
行
日
の
下

に

｢俳
人
子
規

定
価
金
四
拾
銭
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
ち
な
み

に
架
蔵
の

『
子
規
随
筆
』
七
版

(明
治
四
十
年
)
の
定
価
は
'
六

十
銭
'
『
子
規
随
筆
続
編
』
の
定
価
も
同
じ
く
六
十
銭
'
『
子
規
言

行
録
』
の
定
価
は
五
十
銭
で
あ
る
.
ペ
ー
ジ
数
と
の
関
係
か
ら

言

っ
て
'
当
時
の
俳
書
と
て
の
標
準
的
な
価
格
と
い
う
こ
と
か
と

思
わ
れ
る
｡
天
ど
ん
が
八
銭
の
時
代
で
あ
る
｡
次
に

｢編
輯
者

白
石
南
竹
｣
と
あ
る
｡
俳
人
南
竹
に
つ
い
て
は
'
目
下
の
と
こ
ろ

つまぴ
ら

生
没
年
等
､
詳

か

に
し
得
な
い
｡
手
も
と
に
あ
る
明
治
四
十

一

午

(
一
九
〇
八
)
八
月
刊

『俳
人
名
簿
』
(俳
書
堂
)
に
は
記
載
が

な
い
｡
白
田
三
雅
編
(曽
我
部
松
事
の
稿
が
も
と
に
な

っ
て
い
る
)

ひもと

『伊
予
俳
人
録
』
(青
葉
図
書
'
平
成
十
年
四
月
刊
)
を
播
く
と
､

わ
ず
か
に
へ

南
竹

松
山
市
枝
松

白
石
栄
吉
､
松
風
会
員

と
見
え
る
の
み
で
あ
る
｡
大
塚
毅
編
著

『明
治
大
正
俳
句
史
大
事

ひもと

典
』
(世
界
文
庫
'
昭
和
四
十
六
年
九
月
刊
)
の
大
冊
を

播

い

て
も
'

明
治
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
三
月
の

｢松
風
会
｣
の
項
に
松
風

会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
の
白
石
南
竹
の
名
前
が
見
え
る
に

過
ぎ
な
い
｡
｢松
風
会
｣
は
'
新
俳
句
サ
イ
ド
の
最
初
の
結
社
｡
明

治
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
三
月
の
発
足
時
に
は
下
村
牛
伴

(為

山
)
が
指
導
に
当

っ
て
い
た
が
､
翌
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)

に
は
松
山
で
保
養
中
の
子
規
が
指
導
'
夏
目
軟
石
も
メ
ン
バ
ー
に

加
わ

っ
た
｡
｢子
規
の
唱
導
す
る
新
俳
句
の
旗
は
う
ま
ず
､
そ
の
郷

里
松
山
に
揚
げ
ら
れ
た
｣
(『
明
治
大
正
俳
句
史
大
事
典
』
)
の
で
あ

る
｡
今
日
'
南
竹
に
つ
い
て
も

っ
と
も
詳
し
く
知
り
得
る
の
は
'

和
田
茂
樹
著

『
子
規
･軟
石
と
松
風
会
』
(松
山
市
観
光
課
'
昭
和

四
十
四
年

一
月
刊
)｡
そ
れ
に
よ

っ
て
南
竹
句
を
左
に
列
挙
し
て

み
る
｡
濁
点
を
私
に
付
す
｡

羅
馬
府
の
昔
L
を
語
れ
秋
の
風

夕
立
の
と
り
つ
き
か
ね
て
ふ
じ
の
山

あ
か
く

と
は
げ
山
暮
れ
て
薄
か
な

酒
く
ら
に
灰
吹
か
け
し
野
わ
き
か
な

大
灘
や
野
分
の
中
の
異
国
船

も
う

一
句
｡
こ
れ
は
柳
原
極
堂
著

『友
人
子
規
』
(前
田
出
版
社
'

昭
和
十
八
年
二
月
刊
)
の
中
に
見
え
る
｡

十
月
十
七
日
君
が
離
別
の
宴
を
張
る
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こ
れ
は
'
子
規
の
帰
京
に
当

っ
て
'
明
治
二
十
八
年

(
1
八
九

五
)
十
月
十
七
日
に
松
山
二
番
町
の
料
亭
花
廼
舎
で
行
わ
れ
た
送

別
会
で
の
南
竹
の
一
句
で
あ
る
｡
極
堂
は
'
南
竹
の
言
葉

｢私
は

つひ

送
別
句
を
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
見
た
が
終

に
出
来
な
か
っ
た
の
で
､

や

そのま王

いささ

己

む
を
得
ず
事
実
其

儀

を
句
に
し
て

柳

か

責
を
ふ
さ
い
だ
の
で
あ

っ
た
が
'
そ
れ
が
今
日
有
用
な
資
料
と
な
っ
た
と
は
実
に
意
外
の

仕
合
で
あ
る
｣
を
紹
介
し
て
い
る

(送
別
の
宴
が
十
月
十
七
日
で

あ

っ
た
こ
と
が
南
竹
句
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
)｡
送
別
会
に
集

っ
た
松
風
会
の
メ
ン
バ
ー
は
十
八

よ

名
｡
子
規
は
メ
ン
バ
ー
の
雅
号

(俳
号
)
を
詠

み
込
ん
だ
句
を
座

よ

興
に
作

っ
て
い
る
が
'
南
竹
を
詠

み
込
ん
だ
句
は
'

0

0

竹
の
窓
南
に
秋
の
山
近
し

で
あ

っ
た
｡
こ
こ
で
念
の
た
め
と

『俳
文
学
大
辞
典
』
(角
川
書
店
､

平
成
七
年
十
月
刊
)
を
播
い
た
と
こ
ろ
'
｢白
石
南
竹
｣
の
項
が
あ

り
'
森
元
四
郎
氏
が
執
筆
し
て
い
る
｡
右
の
私
の
記
述
を
補
う
意

味
で
'
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
お
く
｡

白
石
南
竹

机
仏
帥
㍑

俳
人
.
生
没
年
未
詳
｡
明
治
二
七
年

(
一
八
九
四
)'
下
村
牛
伴

(下
村
為
山
)
の
正
岡
子
規
あ
て

書
簡
に

｢二
七
､
八
歳
｣
と
あ
る
｡
伊
予
国

(愛
媛
県
)
松

山
生
ま
れ
｡
本
名
'
栄
吉
｡
松
山
高
等
小
学
校
教
員
｡
松
風

会
発
足
当
初
の
メ
ン
バ
ー
｡
子
規
没
直
後
の
明
治
三
五
年

一

1
月
'
『俳
人
子
規
』
を
出
版
｡

同

]
｢あ
し
の
芽
に
魚
の

か
た
ま
る
日
和
か
な
｣

以
上
'
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
'
『俳
人
子
規
』
の
編
輯
者
南
竹
が

浮
び
上

っ
て
き
た
｡
特
に
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)
の
子
規

の
帰
郷
中
に
は
'
子
規
と
の
親
し
い
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
｡
あ
る
い
は
子
規
と
同
年
か
｡

奥
付
は
次
に

｢発
行
者

林
平
次
郎

東
京
市
日
本
橋
区
通
三

丁
目
六
番
地
｣
｢印
刷
者

樫
井
荘
吉

東
京
市
京
橋
区
柳
町
五

番
地
｣
を
記
し
'
最
後
に

｢発
行
所

東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁

目

六
合
館
｣
｢同

東
京
市
京
橋
区
南
伝
馬
町

一
丁
目

弘
文

館
｣
と
な

っ
て
い
る
｡
｢六
合
館
｣
と

｢弘
文
館
｣
の
共
同
出
版
と

い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
鈴
木
徹
造
著

『
出
版
人

物
事
典
』
(出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
'
平
成
八
年
十
月
刊
)
に
よ
れ
ば
'

｢六
合
館
｣
は
'
明
治
初
年
に
設
立
さ
れ
､
欧
米
の
原
書
を
翻
訳

発
行
し
て
い
た
出
版
社
｡
明
治
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
に

『俳

人
子
規
』
の
発
行
者
で
あ
る
林
平
次
郎

(文
久
元
年
～
昭
和
六
年
)

の
手
に
渡
り
'
本
格
的
な
出
版
活
動
を
開
始
し
た
よ
う
で
あ
る
｡

大
槻
文
彦

『言
海
』
も

｢六
合
館
｣｡
林
平
次
郎
は
､
若
い
頃
'
吉

川
弘
文
館
で
修
行
し
て
い
る
｡
｢弘
文
館
｣
は

｢吉
川
弘
文
館
｣
に

同
じ
｡
『俳
人
子
規
』
出
版
当
時
の
明
治
三
十
五
年
(
一
九

〇
二
)
に

お
け
る
代
表
者
は
'
創
業
者
で
あ
る
吉
川
半
七
｡
南
竹
編
韓
の

『俳
人
子
規
』
は
'
｢六
合
館
｣
の
林
平
次
郎
が
積
極
的
に
出
版
に

か
か
わ
り
'
林
の
修
行
先
で
あ
る

｢弘
文
館

(吉
川
弘
文
館
)｣
の

吉
川
半
七
が
後
見
人
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

は
な
か
ろ
う
か
｡
｢弘
文
館

(吉
川
弘
文
館
)｣
が
か
ら
ん
で
い
た
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の
で
は
'
同
社
か
ら
出
た

『
子
規
言
行
録
』
と

『俳
人
子
規
』
を

同
日
に
発
行
す
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
｡
『俳
人
子
規
』
の
発
行
日

はりがみ

｢明
治
三
十
五
年
十

1
月
十
五
日
｣
を
貼

紙

に
よ

っ
て

｢十

1
月

二
十
日
｣
と
訂
正
し
た
謎
が
解
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
林
平
次

郎
の
吉
川
半
七
に
対
す
る

(も
ち
ろ
ん
子
規
サ
イ
ド
の
人
々
に
目

配
り
し
つ
つ
の
)
配
慮
で
あ
ろ
う
｡

次
に

『俳
人
子
規
』
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
｡
ま
ず
先
に

触
れ
た
挟
み
込
み
の
カ
ラ
ー
実
物
大
俳
句
短
冊
の
複
製
と
肖
像
画

の
写
真
ペ
ー

ジ
に
つ
い
て
見
て
み
る
｡
短
冊
は
上
部
が
青
色
の
雲

うちぐ
もり

形
'
下
部
が
紫
色
の
雲
形
の
打

曇

｡

俳
句
は
'

つ
ぼ
み
太
く
開
か
ぬ
を
愛
す
福
寿
草

子
規

の
一
句
が
'
｢
つ
ぼ
み
太
く
開
か
ぬ
を
｣
｢愛
す

福
寿
草
｣
と
二

行
に
書
か
れ
て
い
る
｡
自
筆
の

『俳
句
稿
』
の
明
治
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇
)
｢新
年
の
部
｣
の
箇
所
に
八苦
太
く
開
か
ぬ
を
愛
す

福
寿
草
)
の
表
記
で
見
え
る
｡
明
治
三
十

一
年

(
一
八
九
八
)
一
月

三
日
の
新
聞

｢日
本
｣
に
発
表
さ
れ
た
句
o
写
真
ペ
ー
ジ
の
子
規

の
肖
像
画
は
'
蝶
ネ
ク
タ
イ
背
広
姿
で
､
髪
を
伸
ば
し
､
八
の
字

髭
を
生
や
し
て
い
る
｡
そ
の
肖
像
画
の
右
横
に
二
行
で
'

秋
風
や
わ
れ
に
神
な
し
仏
な
し

規

の
自
筆
の
子
規
句
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
｡
管
見
の
範
囲
で
は
こ
の

句
､
他
に
所
見
が
な
い
｡
肖
像
画
と
句
と
は
'
合
成
で
あ
ろ
う
｡

短
冊
と
肖
像
画
に
つ
い
て
'
南
竹
は
'
肖
像
画
の
嚢
の
ペ
ー
ジ
下

部
に
左
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
｡

一
本
書
の
短
冊
は
往
ぬ
る
明
治
二
十
七
年
子
規
氏
の
郷
里
に

養
痢
せ
ら
れ
た
る
と
き
の
真
筆
な
り
｡

一
肖
像
画
は
子
規
氏
の
郷
里
の
海
南
新
聞
に
掲
げ
た
る
も
の

せま

に
し
て
も
つ
と
も
真
に
逼

る
を
見
る
｡

十

一
月
十
三
日

南
竹
し
る
す

肖
像
画
の
右
横
の
(秋
風
や
)
の
句
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
｡
こ
の
解
説
'
少
々
お
か
し
い
｡
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
'

子
規
が

｢養
痢
｣
の
た
め
故
郷
松
山
に
帰
っ
た
の
は
明
治
二
十
八

午

(
一
八
九
五
)｡
ま
た
､
(
つ
ぼ
み
太
く
)を
新
聞

｢日
本
｣
に
発

表
し
た
の
は
'
明
治
三
十

一
年

(
一
八
九
八
)
の
こ
と
｡
｢明
治
二

十
七
年
｣
が
南
竹
の
記
憶
違
い
で
あ
る
と
し
て
'
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)
に
は
す
で
に
一
句
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
仮
に
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)
の
作
と

し
て
'
三
年
も
前
の
旧
作
を
新
聞
に
発
表
す
る
で
あ
ろ
う
か
｡
疑

問
は
尽
き
な
い
.
｢真
筆
｣
説
に
ま
で
も
疑
義
が
生
じ
て
く
る
.

1

万
､
八秋
風
や
)
句
の
真
贋
は
'
如
何
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
れ
ま
た
疑

問

｡『俳
人
子
規
』
全
体
の
構
成
を
目
次
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
｡

左
の
ご
と
く
で
あ
る
｡

俳
人
子
規
目
次

一

は
し
が
き

一

子
規
の
家
系
お
よ
び
小
伝

一

俳
句
作
者
と
し
て
の
子
規
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俳
句
学
者
と
し
て
の
子
規

和
歌
界
に
於
け
る
竹
の
里
人

子
規
の
病
息
と
其
文
章

子
規
俳
句
集

春

四
百
十
句

夏

三
百
八
十
句

秋

三
百
四
十
句

冬

二
百
十
句

次
に

｢は
し
が
き
｣
を
掲
出
し
て
み
る
｡

うた

明
治
の
芭
蕉
な
り
蕪
村
な
り
と
謡
は
れ
た
る
新
俳
語
の
開
祖
'

正
岡
子
規
氏
は
優
に
三
十
六
歳
を

一
期
と
し
て
上
根
岸
の
草

庵
に
眠
り
ぬ
｡

ち
ん
し
う

氏
の
俳
藷
を
研
究
す
る
や
十
数
年
其
間
珍

差

(

筆
者
注
･珍
し

えうだ
い

く
て
お
も
し
ろ
い
食
物
)
環

台

(筆
者
注
･立
派
な
高
殿
)
の

し
しゆ

栄
華
を
捨
て
政
海
宮
地
の
虚
名
を
避
け
商
工
錨

錬

(

筆
者
注
･

かうれ
い

物
事
の
微
細
な
こ
と
)
の
営
利
を
悪
み
侃

償

(

筆
者
注
･夫
婦
)
しし

鴛
喬
の
楽
を
絶
ち
火
雲
の
空
白
雪
の
夜
を
物
と
も
せ
ず
孜
々

こ
つこ
つ

つ

吃
々
と
し
て
帝
国
'
大
学
両
図
書
館
に
就
き
或
は
知
人
の
蔵

書
を
借
り
古
今
の
俳
句
を
分
類
記
録
す
る
も
の
身
長
に
三
倍

し
或
は
俳
書
を
著
は
し
俳
句
を
正
し
ゝ
こ
と
居
常

一
日
の
如

く
竜
も
倦
怠
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
り
き
｡
氏
句
あ
り
｡

衣
か
へ
て
机
に
向
ふ
写
し
物

和
歌
に
や
せ
俳
句
に
や
せ
て
夏
男

是
非
も
な
や
足
を
蚊
の
さ
す
写
し
物

や
ゝ

寒
み
机
に
向
ふ
背
く
ぐ
ま
り

そ

ま
た

と
又
以
て
其
の
専
攻
の
〓
柄
を
窺
う
べ
し
｡
氏
亦

病
林
読
書

も

これ

ひもと

そ
の

日
記
あ
り
｡
人
若

し
之

を

播

か

ば
沈
痢
宿
疾
刻
々
に
其

勢
を

た
くま
し

遅

く

し
身
衰

へ
力
尽
き
吹
か
ば
飛
ぶ
べ
き
彼
が
泰
然
又
自

だ
うじ
やく

若
｡
達
読
し
善
談
し
健
児
を
し
て
後
に
瞳
若
(筆
者
注
･相
手

の
す
ぼ
ら
し
さ
に
た
だ
目
を
見
張
る
こ
と
)
た
ら
し
め
剛
毅

あ
い
う

の
気
力
が
い
か
に
死
の
大
勢
力
と
相

持

ち
相
戦
ふ
て
竜
も
屈

せ
ぎ
り
し
か
を
見
る
べ
し
｡

然
れ
ど
も
生
は
待
た
ず
無
常

一
陣
の
魔
風
は
終
に
不
屈
不
境

の
健
児
を
倒
し
ぬ
｡
悲
し
か
な
｡

共
に
見
し
月
に
か
な
し
む
身
に
な
り
ぬ

ふた

さだ

諺
に
棺
の
蓋
を
お
は
ふ
て
論
定
ま
る
と
氏
の
真
価
は
如
何
｡

こ
れ
俳
詔
史
上
の
疑
問
な
り
｡

そ

余
不
肖
と
い
ヘ
ビ
も
氏
に
従
う
て
俳
諸
を
学
ぶ
八
年
其

の
間

氏
の
俳
諸
和
歌
及
び
文
章
を
随
記
せ
し
も
の
積
ん
で

一
小
冊

そ

ふ
いん

これ

子
を
な
す
｡
今
其

の
計

音

に
接
し
之

を
分
頬
批
評
し
て
世
に

ち

公
に
す
｡
同
道
の
士
若
し
本
書
に
よ
り
て
氏
が
俳
壇
に
於
け

る
功
績
の
一
端
を
知
ら
る
ゝ
あ
ら
ば
幸
甚
｡

｢は
し
が
き
｣
の
前
半
は
子
規
讃
歌
､
後
半
は
本
書

(『俳
人
子

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

規
』)
出
版
に
至
る
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
た
だ
し
'
確
か

ふた

さだ

に
子
規
讃
歌
で
は
あ
る
も
の
の

｢諺
に
棺
の
蓋

を
お
は
ふ
て
論
定

ま
る
と
氏
の
真
価
は
如
何
｡
こ
れ
俳
話
史
上
の
疑
問
な
り
｣
と
結
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ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
ど
'
例
え
ば

『
子
規
言
行
録
』
に
見
え
る
他

の
門
人
､
あ
る
い
は
諸
家
の
言
と
比
べ
て
ど
こ
か
醒
め
て
い
る
｡

正
直
と
言
え
ば
正
直
な
の
で
あ
る
が
'
そ
の
他
人
行
儀
な
眼
が
い

さ
さ
か
気
に
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
｡
そ
れ
は
と
も
か
く
'
注
目

し
て
お
い
て
い
い
の
は
後
半
部
で
あ
ろ
う
｡
ま
ず

｢余
不
肖
と
い

ヘ
ビ
も
氏
に
従
う
て
俳
詔
を
学
ぶ
八
年
｣
と
言

っ
て
い
る
｡
松
風

会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
子
規
に
対
面
し
た
の
が
'
す
で
に

何
回
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
明
治
二
十
八
年

(
一
八
九
五
)
九
月
へ

子
規
が
没
し
た
の
が
明
治
三
十
五
年

(
一
九

〇
二
)
九
月
｡
南
竹

が
言
う
よ
う
に
足
掛
け
八
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
た
だ
し
､
こ

の
間
'
｢は
と
､
き
す
｣
(｢ホ
ト
ト
ギ
ス
｣)
へ
の
投
稿
､
寄
稿
の

形
跡
が
な
い
の
も
不
思
議
で
あ
る
｡
南
竹
宛
の
子
規
書
簡
も
'
子

規
宛
の
南
竹
書
簡
も
伝
わ

っ
て
い
な
い
｡
そ
の
限
り
で
は
'
親
灸

そ

と
い
っ
た
印
象
は
希
薄
な
の
で
あ
る
｡
が
'
南
竹
は
｢
其

の
間
氏

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
俳
藷
和
歌
及
び
文
章
を
随
記
せ
し
も
の
積
ん
で
一
小
冊
子
を
な

そ

ふ
いん

これ

す
｡
今
其

の
計

音

に
接
し
之

を
分
頼
批
評
し
て
世
に
公
に
す
｣
と

記
し
て
い
る
｡
｢随
記
｣
は
'
｢随
聞
｣
に
倣

っ
て
の
言
葉
で
'
親

し
く
接
し
て
記
し
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
表
現
も
実
際
と
の

間
に
い
さ
さ
か
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
が
『俳
人
子
規
』

は
'
南
竹
自
身
が
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
も

子
規
作
品
の
選
集
で
あ
り
'
南
竹
は
編
輯
者
の
位
置
に
甘
ん
じ
て
'

作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
｡
そ
の
点

で
は
､
子
規
全
集
の
完
備
し
て
い
る
今
日
､
『俳
人
子
規
』
に
見
る

べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
わ
ず
か
に
最
初
の
子
規
選
集
と
し

∬

て
'
子
規
享
受
史
中
に
記
さ
れ
る

1
書
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
内
容
で
あ
る
｡
そ
の
可
否
は
と
も
か
く
'
南
竹
自
身
の

見
解
が
詳
細
に
聞
け
た
な
ら
ば
'
本
書
は
後
代
､
も

っ
と
も

っ
と

注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

『俳
人
子
規
』
は
'
先
に
示
し
た
目
次
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'

和
歌
へ
文
章
の
紹
介
に
も
及
ん
で
い
る
が
'
南
竹
が
最
も
力
を
入

れ
た
の
は
'
書
名
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
へ
子
規
の
｢俳

人
｣
と
し
て
の
側
面
｡
和
歌
'
文
章
に
関
し
て
は
'
ご
く
ご
く
大

雑
把
な
紹
介
に
終
始
し
て
い
る
｡
そ
れ
で
は
､
｢俳
句
作
者
と
し

て
の
子
規
｣
｢俳
句
学
者
と
し
て
の
子
規
｣
の
章
が
充
実
し
て
い
る

か
と
い
う
と
'
こ
れ
が
ま
た
'
今
日
の
我
々
を
満
足
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
に
は
な
り
得
て
い
な
い
｡
｢俳
句
作
者
と
し
て
の
子
規
｣
の

章
は
'
子
規
俳
句
の
多
様
性
を

｢艶
麗
体
の
句
｣
よ
り

｢滑
稽
体

の
句
｣
ま
で
全
部
で
二
十
体
に
分
精
し
､
そ
れ
ぞ
れ
例
句
を
掲
出
'

そ
の
中
の
数
句
に
対
し
'
ご
く
ご
く
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た

内
容
で
あ
る
が
､
こ
の
分
類
が
南
竹
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
は

な
く
'
明
治
二
十
九
年

(
一
八
九
六
)
に
子
規
自
身
が
新
聞

｢日

本
｣
紙
上
に
お
い
て
す
で
に
試
み
た
分
輯
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

た
に
過
ぎ
な
い
安
易
な
も
の
な
の
で
あ
る
｡
中
で
先
に
言
及
し
た

肖
像
画
の
横
に
記
さ
れ
て
い
た
句
(秋
風
や
わ
れ
に
神
な
し
仏
な

し
)
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
文
章
が
あ
る
の
で
'
少
々
長
く
な
る

が
'
左
に
示
し
て
み
る
｡
こ
の
句
が
本
当
に
子
規
の
作
品
で
あ
る



な
ら
ば
､
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
子
規
の
句
と
い
う
こ
と

に
な
り
'
ど
う
し
よ
う
も
な
く
陳
腐
な
作
品
が
ら
も
'
病
臥
の
子

規
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
思
う
な
ら
ば
'
や
は
り
注
目
し
て
お
く

必
要
は
あ
ろ
う
｡
｢主
観
体
の
句
｣
の
冒
頭
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て

い
る
｡
秋
風
や
我
に
神
な
し
仏
な
し

この

l
カ

此
句
を
表
向
よ
り
解
す
る
と
き
は
如
何
に
も
平
淡
の
句
の
如

ほと

し
神
も
仏
も
な
し
と
は
何
人
も
口
に
す
る
処
に
し
て
殆

ん
ど

常
套
語
な
り
｡
た
だ
こ
れ
を
秋
風
と
い
ふ
倭
楚
(筆
者
注
･非つな

常
に
悲
し
い
と
感
じ
る
こ
と
)
の
名
詞
に
排
結

(筆
者
注
･
繋

げ
結
ぶ
の
意
の
南
竹
の
造
語
か
)
し
た
る
点
は
よ
く
調
和
を

得
て
し
ま
り
の
つ
き
た
る
句
な
り
と
感
ず
る
の
み
な
ら
さ
れ

これ

ど
余
は
之

を
読
み
さ
ま
ぐ

に
想
像
し
た
る
結
果
は
涙
を
な

が
し
つ
つ
こ
の
句
の
解
釈
を
な
し
た
り
｡
あ
あ
子
規
不
治
の

病
に
確
り
絶
望
の
域
に
あ
り
し
と
き
行
秋
の
天
地
風
死
し
て

夕
ま
ぐ
れ
の
光
景
何
と
な
く
物
淋
し
き
時
既
に
八
分
ま
で
も

は
て

枯
れ
果

た
る
病
体
を
根
岸
貧
居
の
四
畳
半
に
横
た
へ
現
在
過

去
未
来
の
事
柄
を
主
観
的
に
観
ぜ
し
時
百
鬼
脳
を
襲
ひ
幻
想

百
出
心
つ
か
れ
体
な
へ
心
細
く
思
ひ
悔
し
く
感
じ
呼
吸
せ
ま

う
つつ

そ
の

せま

る
が
如
く

現

と

も
な
く
夢
と
も
な
く
到
底
其

死
の
旦
夕
に
逼

ます
ます

れうもん

り
L
を
推
定
し
不
快
は
益

高

ま
り
来
た
り
僚

悶

(

筆
者
注
･火

の
ご
と
き
苦
し
み
の
意
の
南
竹
の
造
語
か
)
の
極
へ
感
慨
の

ほと

血
は
沸
き
て
殆

ん
ど
狂
態
に
陥
り
し

一
瞬
間

一
利
那
彼
の
唇

や
ぷ
り

を

破

て

こ
の
句
を
吐
き
し
な
ら
ん
｡
要
す
る
に
主
観
体
の
句

まか

は
客
観
を
措
き
尽
さ
ず
し
て
観
る
者
の
想
像
に
任

す
る
に
あ

よろ

り
造
句
宜

し
く
こ
れ
に
習
ふ
べ
し
｡

一
句
が
真
実
子
規
の
作
品
で
あ
る
な
ら
ば
'
南
竹
の
激
越
な
口

調
が
理
解
で
き
な
く
も
な
い
｡
こ
の
句
に
続
け
て
南
竹
は

｢主
観

体
の
句
｣
と
し
て
の
子
規
句
を
五
句
例
示
し
て
い
る
が
'
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
子
規
自
身
が

｢主
観
体
｣
と
し
て
明
治
二
十
九
年

(
一
八
九
六
)
三
月
二
十
二
日
付
の
新
聞

｢日
本
｣
に
掲
出
し
た

全
十
二
句
中
の
も
の
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
子
規
自
身
は
｢主
観
体
｣

かか
は

を

｢主
観
体
は
天
然
と
人
事
と
に
関
ら
ず
作
者
の
意
思
感
情
を
現

は
し
た
る
を
言
ふ
｡
作
者
の
知
識
に
よ
り
て
あ
る
物
の
関
係
を
定

め
是
非
を
判
じ
た
る
が
如
き
も
主
観
体
な
り
｡
他
の
心
中
を
推
し

ま

し
か

測
り
た
る
も
亦

た
然

り
｣
(句
点
筆
者
)
と
説
明
し
て
い
る
｡
南
竹

の

｢主
観
体
の
句
は
客
観
を
描
き
尽
さ
ず
し
て
観
る
者
の
想
像
に

まか
任

す
る
に
あ
り
｣
と
の
見
解
と
の
間
に
少
し
く
蓬
庭
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡

｢俳
句
学
者
と
し
て
の
子
規
｣
の
章
は
'
子
規
の
俳
論
書
の
解
題

で
あ
り
'
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
｡

と
い
う
こ
と
で
､
『俳
人
子
規
』
一
巻
で
最
も
評
価
し
得
る
章
は
'

巻
末
の

｢子
規
俳
句
集
｣
で
あ
ろ
う
｡
子
規
句
千
三
百
余
句
が
四

季
別
'
季
題
別
に
分
頬
さ
れ
て
い
る
｡
｢夏
帽
｣
｢ク
リ
ス
マ
ス
｣

普

等
の
新
季
題
に
も
目
配
り
が
利

い
て
い
る
｡
子
規
句
集
と
し
て
は
'

子
規
生
前
'
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
四
月
に
子
規
自
身
の
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選
句
に
よ
る

『雅
祭
書
屋
俳
句
帖
抄

上
巻
』
(俳
書
堂
)
が
公
刊

さ
れ
て
い
る
｡
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
よ
り
二
十
九
年

(
一
八
九
六
)
に
至
る
全
七
百
四
十
五
句
を
年
代
別
､
四
季
別
､

季
題
別
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
｡
対
す
る

『俳
人
子
規
』
中
の

｢子
規
俳
句
集
｣
は
'
第
三
者
に
よ
る
公
刊
さ
れ
た
最
初
の
子
規

句
の
選
句
集
と
し
て
'
大
い
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
句

数
に
お
い
て
も
『神
祭
書
屋
俳
句
帖
抄

上
巻
』
を
倍
近
く
上
回
っ

て
い
る
の
で
あ
る
｡
『俳
人
子
規
』
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

あ

す
れ
ば
'
い
ち
は
や
く

｢子
規
俳
句
集
｣
を
編

ん
で
巻
末
に
付
し

た
こ
の
点
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々

(
一
般
読
者
)
は
'

『神
祭
書
屋
俳
句
帖
抄

上
巻
』
以
上
の
句
数
の
子
規
句
を
披
見

し
得
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
な
お
'
子
規
の
俳
句
選
集
に

つ
い
て
は
'
明
治
四
十
二
年

(
1
九

〇
九
)
二
月
二
十
四
日
に
俳

人
瀬
川
疎
山
に
よ

っ
て

『
子
規
句
集
』
(三
教
書
院
発
行
'
東
京
堂

あ

発
売
)
が
編

ま
れ
'
公
刊
さ
れ
て
い
る
｡
四
千
句
の
選
集
｡
疎
山

は

｢俳
人
と
し
て
の
子
規
没
後
'
其
句
集
の
刊
行
さ
れ
ぬ
を
遺
憾

に
思
う
て
｣
の
企
て
と
述
べ
て
い
る
｡
子
規
七
回
忌
を
意
識
し
て

の
出
版
｡

*

右
に
見
て
き
た
白
石
南
竹
編
の

『俳
人
子
規
』
で
あ
る
が
'
こ

の
書
'
子
規
門
四
天
王
の
一
人
河
東
碧
梧
桐
か
ら
完
膚
な
き
ま
で

に
酷
評
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
.
俳
誌

｢ホ
ト

､
ギ
ス
｣
の
明
治
三
十
五
年

(
1
九

〇
二
)
十
二
月
二
十
七
日
発
行
号

(第
六
巻
第
四
号
)
は
'
｢子
規

居
士
百
ケ
日
忌
｣
の
追
悼
と
し
て

『
子
規
追
悼
集
』
と
銘
打
た
れ

て
い
る
｡
そ
の
中
に
碧
梧
桐
の
小
説
｢墓
側
｣
が
載

っ
て
い
る
｡
大

竜
寺
の
子
規
の
墓
に
詣
で
た
碧
梧
桐
が
'
墓
中
の
子
規
と
会
話
を

し
'
そ
れ
を
墓
の
側
の
木
の
梢
に
あ
る

｢烏
瓜
｣
が
聞
く
と
い
う

したた

趣
向
で
あ
る
｡
実
際
に
子
規
が
碧
梧
桐
に
宛
て
て

認

め

た
書
簡
な

ど
も
援
用
さ
れ
て
お
り
､
事
実
に
即
し
た
内
容
の
小
説
と
な

っ
て

い
て
'
興
味
深
い
｡
そ
の
中
に
南
竹
の

『俳
人
子
規
』
に
つ
い
て

触
れ
た
部
分
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
｡
少
し
長
く
な
る
が
'
大
変

面
白
い
内
容
で
あ
る
の
で
'
該
当
箇
所
を
左
に
摘
記
し
て
み
る
こ

と
に
す
る
｡
子
規
の
言
葉
か
ら
は
じ
ま
る
｡

｢
ヒ
､
､
'
そ
れ
で
思
ひ
出
し
た
が
'
俳
人
子
規
と
い
ふ
本

を
お
見
た
か
'
南
竹
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た
か
な
｡

｢イ
ヤ
ま
だ
見
な
い
｡
見
る
の
が
い
や
ぢ
や
か
ら
｡

｢ま
ア
見
た
く
な
い
な
｡

｢あ
れ
に
つ
い
て
面
白
い
話
が
あ
る
の
よ
｡
あ
れ
は
何
ぢ
や

のぽ

さ
う
な
'
升

さ
ん
の
ま
だ
初
七
日
も
す
ま
な
い
う
ち
に
'
あ

の
本
を
も
っ
て
往
つ
て
'
金
港
堂
へ
売
ら
う
と
し
た
の
だ
さ

う
だ
｡
あ
ま
り
早
過
ぎ
る
の
で
'
金
港
堂
で
も
不
審
に
思
っ

て
つ
き
返
し
た
の
ぢ
や
さ
う
な
が
'
其
手
紙
の
中
に

｢子
規

そ
の

先
生
に
侍
し
て
其

教
を
聞
く
こ
と
前
後
八
年
｣
と
か
何
と
か

い
う
勿
体
書
き
が
あ

っ
た
と
さ
｡
え
ら
い
も
ん
だ
な
｡
南
海

の
南
竹
の
本
腕
だ
ら
う
｡
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いは

｢南
海
の
南
竹
の
謂
れ
を
お
ま
い
知
つ
と
い
で
る
の
か
｡

｢軟
石
君
に
初
対
面
の
挨
拶
を
す
る
時
'
私
は
南
海
の
南
竹

で
す
と
言
ふ
た
と
い
ふ
の
ぢ
や
ろ
が
な
｡
松
山
の
奇
談
と
し

て
虚
子
か
ら
聞
い
た
の
よ
｡

｢ど
う
も
東
京
へ
釆
た
と
い
ふ
て
'
蜜
柑
の
寵
か
何
か
持
っ

て
来
た
な
'
丁
度
お
前
も
来
て
お
い
で
と
ろ
う
｡
ア
シ
の
非

常
に
苦
し
ん
だ
日
で
'
あ
の
蜜
柑
が
怪
し
い
と
思
っ
た
て
い
｡

あ
の
時
も
う
い
か
ん
と
見
込
ん
で
早
速
原
稿
を
書
き
出
し
た

たし
か

の
ぢ
や
な
｡
人
間
も
そ
れ
位
の
こ
と
を
や
れ
ば
'
健
に
え
ら

い

一
人
ぢ
や
｡

そ
の

｢金
港
堂
で
つ
き
か
へ
さ
れ
た
か
ら
'
其

次
は
新
声
社
へ
も

っ
て
往
つ
た
さ
う
ぢ
や
｡
こ
､
で
も
つ
き
か
へ
し
た
｡
新
声

社
の
話
す
と
こ
ろ
で
は
'
別
に
何
の
評
論
も
し
て
な
い
｡
彼

の
俳
句
､
彼
の
歌
'
彼
の
新
体
詩
'
彼
の
文
章
へ
彼
の
小
説
､

な
ど
,
い
ふ
欄
を
置
い
て
'
そ
れ
に
日
本
新
聞
や
ホ
ト

､
ギ

ス
や
を
切
り
張
り
し
た
も
の
だ
と
｡

｢馬
鹿
に
し
て
る
ぢ
や
な
い
か
｡
(下
略
)

最
後
の
言
葉
､
子
規
で
あ
る
｡
子
規
､
碧
梧
桐
と
交
互
に
会
話

かわ

が
交
さ
れ
て
い
る
｡
伊
予
弁
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
て
'
同
郷

の
私
な
ど
な
つ
か
し
さ
を
禁
じ
得
な
い
｡
子
規
と
い
う
死
者
と
'かも

碧
倍
桐
と
い
う
実
在
の
人
物
と
の
会
話
が
不
思
議
な
雰
帥
気
を
醸

し
出
し
て
い
る
｡
碧
倍
桐
は
'
死
者
で
あ
る
子
規
の
気
持
を
付
度

し
っ
つ
筆
を
執

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
か
な
り
の
部
分
が
事
実

を
押
え
て
の
も
の
で
あ
る
の
で
'
説
得
力
が
あ
り
､
読
者
は
二
人

の
会
話
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

一
読
明
ら
か
な
よ
う
に
､
碧
梧
桐
は
南
竹
に
好
意
を
持

っ
て
い

ヽ
ヽ

な
い
｡
も
う
少
し
正
確
に
言
え
ば
'
そ
の
そ
つ
の
な
い
生
き
方

(抜
け
目
の
な
い
､
と
言

っ
て
も
よ
い
)
に
好
意
を
持

っ
て
い
な

い
｡
嫌

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
碧
梧
桐
は
子
規
の

｢俳
人
子
規
と

い
ふ
本
を
お
見
た
か
｣
と
の
問
い
掛
け
に
｢イ
ヤ
ま
だ
見
な
い
｡
見

る
の
が
い
や
ぢ
や
か
ら
｣
と
答
え
て
い
る
が
'
実
際
に
は
す
で
に

披
見
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
｡
た
だ
色
々
な
意
味
で

｢見
る
の

が
い
や
｣
な
本
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

子
規
に
も

｢ま
ア
見
た
く
な
い
な
｣
と
言
わ
し
め
て
い
る
｡
明
治

二
十
八
年

(
一
八
九
五
)'
別
れ
に
際
し
て
'
子
規
は

(竹
の
窓
南

に
秋
の
山
近
し
)
の
句
を
南
竹
に
与
え
て
い
る
が
､
子
規
が
南
竹

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
持

っ
て
接
し
て
い
た
か
は
不

明
で
あ
る
｡
た
だ
'
我
々
は

『俳
人
子
規
』
の

｢は
し
が
き
｣
で

ふ
た

南
竹
が

｢諺
に
棺
の
蓋
を
お
は
ふ
て
論
定
ま
る
と
氏
の
真
価
は
如

何
｡
こ
れ
俳
詔
史
上
の
疑
問
な
り
｣
と
発
言
し
て
い
る
の
に
対
し

て
'
少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
覚
え
た
の
で
あ

っ
た
｡
弟
子
､
少
な

く
と
も

｢余
不
肖
と
い
ヘ
ビ
も
氏
に
従
う
て
俳
詔
を
学
ぶ
八
年
｣

と
語
る
弟
子
の
'
師
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
は
疑
問
視
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
｡
碧
倍
桐
が
虚
子
か
ら
聞
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
の

｢南
海
の
南
竹
｣
な
る
自
己
紹
介
の
言
葉
と
も
ど
こ
か
で

通
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
.
軟
石
に
対
し
て

｢南
海

(伊
予
)｣
を
代
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表
す
る
俳
人
で
あ
る
か
の
ご
と
き
自
己
紹
介
を
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
｡
子
規
門
で
は
チ
ョ
ッ
ト
し
た
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

ぷん

ろ
う
｡
分

を
心
得
る
こ
と
に
疎
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
本

人
は
好
い
気
に
な

っ
て
い
る
が
'
皆
か
ら
は

｢笑
い
｣
の
対
象
に

さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
ま
つ

碧
梧
桐
は
'
『俳
人
子
規
』
出
版
に
纏

わ
る
事
実
の
報
告
を
死
者

で
あ
る
子
規
に
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
事
実
と
思
わ
れ
る
の
で
耳
を

傾
け
る
必
要
が
あ
る
｡
南
竹
が

『俳
人
子
規
』
出
版
に
当

っ
て
動

き
出
し
た
の
は
子
規
の

｢初
七
日
も
す
ま
な
い
｣
う
ち
だ
と
指
摘

す
る
｡
子
規
の
送
葬
は
､
明
治
三
十
五
年

(
一
九

〇
二
)
九
月
二

十

一
日
｡
出
棺
時
刻
ま
で
に
百
五
㌧
六
十
名
の
参
会
者
が
あ

っ
た

と
い
う

(佐
藤
紅
緑
稿

｢子
規
翁
終
蔦
記
｣
参
照
)｡
そ
の
中
に
松

山
の
南
竹
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
『俳
人
子
規
』
の
原
稿
を
携
さ
え

て
｡
南
竹
は
'
ま
ず

｢金
港
堂
｣
へ
行

っ
た
'
と
碧
梧
桐
は
報
告

し
て
い
る
｡
こ
の

｢金
港
堂
｣
は
'
原
亮
三
郎
に
よ
っ
て
明
治
八

年

(
一
八
七
五
)
に
創
業
さ
れ
た
金
港
堂
で
あ
ろ
う
｡
『少
年
界
』

『少
女
界
』
『文
芸
界
』
な
ど
の
雑
誌
出
版
で
知
ら
れ
て
い
た
｡
二

葉
亭
四
迷
の

『浮
雲
』
を
出
版
し
た
の
も
金
港
堂
で
あ
る
｡
高
浜

虚
子
も
雑
誌
へ
の
寄
稿
者

(執
筆
者
)
の
一
人
で
あ
る
｡
少
し
く

あ
と
後

の
こ
と
に
な
る
が
､
こ
れ
も
子
規
門
四
天
王
の
一
人
佐
藤
紅
録

が
明
治
三
十
六
年
(
1
九
〇
三
)
六
月
二
十
五
日
'
『芭
蕉
論
稿
』
を

日
本
橋
区
本
町
≡
丁
目
十
七
番
地
の
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社

(原

亮

一
郎
社
長
)
よ
り
出
版
し
て
い
る
｡
そ
の
金
港
堂
で
は
'
子
規

の
死
後

｢あ
ま
り
早
過
ぎ
る
｣
と
い
う
こ
と
で

｢不
審
に
思
っ
て

ガ

つ
き
返
し
た
｣
と
い
う
事
実
を
伝
え
て
い
る
｡
金
港
堂
宛
の
手
紙
その

の
中
に
も

『俳
人
子
規
』
と
同
意
の

｢子
規
先
生
に
侍
し
て
其

教

を
聞
く
こ
と
前
後
八
年
｣
と
の
文
言
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
い

る
｡
｢え
ら
い
も
ん
だ
な
｣
と
の
碧
梧
桐
の
感
想
は
'
無
論
'
皮
肉

の
言
で
あ
る
｡

金
港
堂
で
断
わ
ら
れ
､
次
に
持

っ
て
い
っ
た
の
が

｢新
声
社
｣｡

｢新
声
社
｣
は
'
｢新
潮
社
｣
の
前
身
.
明
治
二
十
九
年

(
1
八
九

六
)'
佐
藤
義
亮
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
'
雑
誌

｢新
声
｣
を
創
刊
し

て
い
る
｡
小
栗
風
葉
な
ど
の
小
説
も
刊
行
し
た
｡
明
治
三
十
三
年

(
一
九
〇
〇
)
八
月
二
十
五
日
発
行
の
沼
波
榎
音
著

『俳
藷
音
調

論
』
が
'
こ
の
神
田
区
錦
町
二
町
目
六
番
地
の

｢新
声
社
｣
(発
行

ヽ
ヽ

人
は
佐
藤
儀
助
と
な
っ
て
い
る
｡
義
亮
と
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
)

で
あ
る
｡
碧
梧
桐
も

｢新
声
社
｣
と
は
か
か
わ
り
が
深
く
'
『俳
句

評
釈
』
は
じ
め
何
冊
か
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
｡
そ
れ
ゆ
え
｢新

声
社
の
話
す
と
こ
ろ
で
は
云
々
｣
は
'
｢新
声
社
｣
の
佐
藤
義
亮

(儀
助
)
よ
り
碧
梧
桐
が
直
接
聞
い
た
話
と
見
て
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
｡
結
論
か
ら
言
え
ば
'
新
声
社
も
断
わ

っ
た
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

金
港
堂
は
'
南
竹
に
何
か
胡
散
臭
さ
を
感
じ
て
道
義
的
に
断

っ
た

の
で
あ
っ
た
が
'
新
声
社

(佐
藤
義
亮
)
の
断
り
の
理
由
は
も

っ

と
シ
ビ
ア
で
あ

っ
た
｡
｢別
に
何
の
評
論
も
し
て
い
な
い
｡
彼
の

俳
句
'
彼
の
歌
､
彼
の
新
体
詩
､
彼
の
文
章
､
彼
の
小
説
､
な
ど
ゝ

い
ふ
欄
を
置
い
て
'
そ
れ
に
日
本
新
聞
や
ホ
ト

､
ギ
ス
や
を
切
り



張
り
し
た
も
の
だ
｣
と
指
摘
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
我
々
は
'

す
で
に

『俳
人
子
規
』
を
概
観
し
た
の
で
あ

っ
た
が
'
こ
の
指
摘

は
､
ま
さ
し
く
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
首
肯
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
｡
初
の
子
規
の
俳
句
選
集
と
し
て
の
｢子
規
俳
句
集
｣

の
成
果
に
は
わ
ず
か
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
が
､
他
の
部
分

義

は
あ
ま
り
に
安
易
'
か
つ
粗
雑
に
編

ま
れ
､
執
筆
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
｡
南
竹
自
身
は

｢は
し
が
き
｣
に
お
い
て

｢俳
詰
和
歌
及

び
文
章
を
随
記
せ
し
も
の
積
ん
で

1
小
冊
子
を
な
す
｣
と
記
し
て

い
た
が
'
実
際
に
は
'
忽
卒
の
間
に

｢日
本
新
聞
や
ホ
ト

､
ギ
ス

や
を
切
り
張
り
し
た
｣
と
し
か
思
え
な
い
内
容
な
の
で
あ
る
｡
碧

梧
桐
は
'
子
規
を
し
て

｢馬
鹿
に
し
て
る
ぢ
や
な
い
か
｣
と
言
わ

し
め
て
い
る
が
､
こ
の
感
想
は
'
南
竹
の
姿
勢
に
対
す
る
碧
梧
桐

自
身
の
感
想
に
は
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

ま

南
竹
の
人
間
性
を
暴
露
し
て
い
る
の
は
'
虚
実
を
な
い
交

ぜ
に

し
て
子
規
の
言
葉
と
し
て
記
し
て
い
る

｢ど
う
も
東
京
へ
釆
た
と

い
ふ
て
'
蜜
柑
の
寵
か
何
か
持
っ
て
来
た
な
､
丁
度
お
前
も
来
て

お
い
で
と
ろ
う
｡
ア
シ
の
非
常
に
苦
し
ん
だ
日
で
､
あ
の
蜜
柑
が

怪
し
い
と
思
っ
た
て
い
｡
あ
の
時
も
う
い
か
ん
と
見
込
ん
で
早
速

原
稿
を
書
き
出
し
た
の
ぢ
や
な
｡
人
間
も
そ
れ
位
の
こ
と
を
や
れ

たし
か

ば
'
値
に
え
ら
い

一
人
ぢ
や
｣
の
部
分
で
あ
る
｡
恐
ら
く
子
規
の

口
吻
が
活
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
子
規
の
と
こ
ろ
に
南
竹

おとず

が

｢蜜
柑
の
寵
｣
を
持

っ
て

訪

れ

た
の
は
事
実
と
思
わ
れ
る
｡
そ

の
時
'
碧
梧
桐
も
同
席
し
て
い
た
の
で
あ
る

(そ
の
こ
と
が
､
右

の
言
葉
を
書
か
し
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
)｡
そ
れ
が

い
つ
だ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
､
子
規
を
し
て

｢ア
シ
の
非
常

に
苦
し
ん
だ
日
で
｣
と
言
わ
し
め
て
い
る
の
で
､
明
治
三
十
五
年

(
1
九
〇
二
)
に
入
っ
た
某
日
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

｢あ
の
蜜
柑
が
怪
し
い
と
思
っ
た
て
い
｡
あ
の
時
も
う
い
か
ん
と

見
込
ん
で
早
速
原
稿
を
書
き
出
し
た
の
ぢ
や
な
｣
-

こ
れ
は
子

規
の
言
葉
で
は
あ
る
も
の
の
'
当
時
を
回
想
し
っ
つ
'
百
パ
ー
セ

ン
ト
碧
梧
桐
の
思
い
を
綴

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
碧
梧
桐
は
'

｢蜜
柑
の
寵
｣
を
持

っ
て
子
規
を
見
舞

っ
た
南
竹
を
'
子
規
の
病

状
を
探
り
に
来
た
と
見
倣
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
も
う

だ
め
だ

(余
命
い
く
ぱ
く
も
な
い
)
と
判
断
し
た
の
で
あ

っ
た
ろ

う
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
､
子
規
の
死
を
見
越
し
て
早
速

『俳
人
子
規
』
の
執
筆
に
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
の

きわ
も
の

で
あ
る
｡
売
れ
行
き
を
念
頭
に
置
い
て
の
際

物

出
版
で
あ
る
｡
-

-
明
治
二
手

五
年

(
一
九

〇
二
)
十

一
月
二
十
日
'
こ
れ
が
白
石

あ

南
竹
が
編
ん
だ
最
初
の
子
規
選
集

『俳
人
子
規
』
の
発
売
日
で
あ

る
｡
百
ケ
日
を
も
迎
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡
門
弟
た
ち
は
悲
し

ひし

み
に
打
ち
位
が
れ
て
い
る
｡
そ
ん
な
中
に
あ

っ
て
あ
ま
り
に
も
段

取
り
が
よ
す
ぎ
る
の
で
あ
る
｡
碧
梧
桐
の
推
測
が
首
肯
さ
れ
る
の

も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
｡
子
規
を
し
て

｢人
間
も
そ
れ
位
の
こ

たしか

と
を
や
れ
ば
'
憶
に
え
ら
い

一
人
ぢ
や
｣
と
言
わ
し
め
て
い
る
こ

の
言
葉
'
碧
梧
桐
の
南
竹
に
対
す
る
限
り
な
い
侮
蔑
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
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南
竹
の
子
規
追
悼
句
(
共
に
見
し
月
に
か
な
し
む
身
と
な
り
ぬ
)

むな

が
'
我
々
に
も
ひ
ど
く
空

し
く
感
じ
ら
れ
る
｡

*
引
用
文
に
は
読
み
易
さ
を
考
え
て
'
私
に
適
宜
振
り
仮
名
､

濁
点
を
施
し
て
あ
る
｡
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